
タバコを吸うと血管を痛め、その結果“動脈硬化”や“心筋梗塞”、“脳梗塞”の原因となる事をわかっ

てもらいましたね。しかし、タバコの煙が一番多く入り込むのは“肺”なので、長年タバコを吸い続けると

COPD（慢性閉塞性肺疾患）という病気にかかる人が多くいます。 

肺は心臓と同じく、起きている時も寝ている時も、常に身体に必要な酸素を取り込むために動き続

けています。息を吸って吐くためには、肺は縮んだり膨らんだりしなくてはいけないのですが、２０年も３

０年もタバコを吸い続けた肺は、下の写真のように、縮む事も膨らみ事もできなくなってくるのです。こ

れが COPD という病気です。 

 

怖いですよね。息ができなくなるのですから。症状が悪化すると酸素ボンベがないと生活できなくな

るそうです。でも、心配はいりません。タバコに手を出さなければいいだけです。 
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正常な肺は、息を吸い

込めば大きく膨らみ、

吐くと小さく縮む。 

朝日放送「たけしの本当は怖い家庭の医学」 

必ず成功する！禁煙ＳＰ から 


